
埼
玉
県
東
部
の
春
日
部
市
は
昔
か
ら
桐

箪
笥
、
桐
箱
、
押
し
絵
羽
子
板
、
麦
わ
ら

帽
子
な
ど
の
特
産
品
の
生
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
匠
の
街
春
日
部
の
名

を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
新
提
案
を
試

み
定
着
さ
せ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
、

押
し
絵
羽
子
板
原
点
で
あ
る
羽
根
つ
き
を

通
し
て
伝
統
的
工
芸
品
と
芸
術
と
文
化
の

伝
承
の
た
め
、
最
近
で
は
め
っ
た
に
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
羽
子
板
遊
び
を
体
験
し
て

頂
く
こ
と
で
「
桐
の
里
春
日
部
」
を
広
め

街
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
春
日
部

羽
根
つ
き
大
会
の
企
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

子
供
か
ら
大
人
、
お
年
寄
り
の
方
々
三
世

代
に
わ
た
り
、
気
楽
に
ま
た
、
多
く
の
方

の
参
加
可
能
な
大
会
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。新

企
画
と
し
て
春
日
部
発
の
「
春
日
部

ル
ー
ル
」
を
設
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
県

内
、
国
内
、
海
外
へ
発
信
し
て
い
く
も
の

で
す
。

市
内
の
有
志
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
同
時
に
大
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
程

九
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
開
催

受
付

午
前
十
時
か
ら

開
会

午
前
十
時
三
十
分

ロ
ビ
ン
ソ
ン
春
日
部
店
正
面
入
り
口

羽
根
つ
き

午
前
十
一
時
か
ら
二
時
間

表
彰
・
抽
選
会

午
後
一
時
～

●
あ
い
さ
つ

春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
実
行
委
員
会

会
長

坂
田
好
之

来
賓
挨
拶

春
日
部
市
長

石
川
良
三

様

春
日
部
商
工
会
議
所
会
頭

海
老
原
武
士

様

毎
日
新
聞
埼
玉
東
支
局
長

西
村
隆

共
栄
大
学
教
授

海
老
原
武

●
後
援

毎
日
新
聞
社

ロ
ビ
ン
ソ
ン
春
日
部
店

●
協
力

共
栄
大
学

【
追
い
羽
根
ル
ー
ル
】

向
か
い
合
っ
て
勝
負
を
競
い
ま
す
。

①
競
技
羽
子
板

・
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
実
行
委
員
会
認

定
の
桐
羽
子
板
を
使
用
。

②
コ
ー
ト

・
直
径
三
メ
ー
ト
ル
の
円
の
中
で
行
う
。

・
会
場
に
よ
り
、
テ
ー
プ
ま
た
は
ロ
ー
プ

等
を
使
用
。

③
勝
敗

・
下
手
打
ち
だ
け
で
行
う
。

・
サ
ー
ブ
は
コ
ー
ト
内
で
行
う
。

・
コ
ー
ト
の
外
に
羽
根
（
無
患
子
・
ム
ク

ロ
ジ
）
が
落
ち
た
ら
負
け
。

・
三
点
を
先
取
し
た
人
を
勝
ち
と
す
る
。

④
羽
根
つ
き
黄
金
ル
ー
ル

・
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
勝
っ
た
人
は
負
け
た

人
の
顔
に×

マ
ー
ク
シ
ー
ル
を
貼
る
。

【
突
き
羽
根
ル
ー
ル
】

一
人
で
突
く
回
数
を
競
い
ま
す
。

①
競
技
羽
子
板

・
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
実
行
委
員
会
認

定
の
桐
羽
子
板
を
使
用
。

②
勝
敗

・
立
つ
か
椅
子
に
座
る
か
で
行
い
、
羽
根

が
落
ち
た
ら×

。

・
三
回
行
い
、
一
番
突
い
た
回
数
が
多
い

点
を
記
録
す
る
。

・
今
年
の
九
月
の
暑
さ
は
異
常
で
す
。
み

な
さ
ん
水
分
と
塩
分
を
と
り
暑
さ
対
策
を

万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
会
会
場
や
歩
道
か
ら
道
路
に
飛
び
出

さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
会
風
景
の
写
真
を
春
日
部
羽
根
つ
き

大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス
コ
ミ
記
事

に
掲
載
致
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

羽
根
突
き
（
は
ね
つ
き
）
は
、
千
三
百

年
の
歴
史
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
。
日
本
の

正
月
に
よ
く
行
わ
れ
る
伝
統
的
な
遊
戯
の

ひ
と
つ
で
、
二
人
が
無
患
子
（
ム
ク
ロ
ジ
）

の
種
子
に
羽
を
付
け
た
も
の
を
羽
子
板
で

打
ち
合
う
女
子
の
遊
戯
や
縁
起
行
為
で
、

元
は
神
事
と
さ
れ
る
。

女
子
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
と
い
う

願
い
を
込
め
て
行
わ
れ
る
神
事
で
あ
り
、

古
く
は
奈
良
時
代
か
ら
続
く
、
公
家
の
間

で
行
わ
れ
た
神
事
や
遊
戯
で
あ
り
、
元
は

毬
杖
（
ぎ
ち
ょ
う
）
と
言
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
（
男
子
に
は
破
魔
矢
・
破
魔
弓
が
送

ら
れ
神
事
と
し
て
は
様
々
な
弓
矢
の
神
事

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
）
ま
た
羽
子
板
を
飾

る
時
期
が
、
主
に
正
月
か
ら
小
正
月
の
一

月
十
五
日
ま
で
飾
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
季
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
今
回

の
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
は
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。

羽
子
板

と
い
え
ば

浅
草
が
有

名
で
あ
る
。

し
か
し
、

浅
草
の
羽

子
板
市
を

彩
る
多
く

の
美
し
い
押
絵
羽
子
板
は
、
春
日
部
で
作

ら
れ
て
い
る
。
春
日
部
は
匠
の
街
で
あ
る
。

今
回
の
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
を
通
し
て
、

桐
箪
笥
・
桐
小
箱
・
麦
藁
帽
子
な
ど
の
匠

を
誇
り
と
し
た
い
。

「
第
二
回
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
」
は
、

十
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
の
春
日
部
商

工
ま
つ
り
会
場
に
て
開
催
予
定
。
主
催
・

春
日
部
商
工
会
議
所
工
業
部
会
、
後
援
・

金
融
連
、
協
力
・
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会

実
行
委
員
会
、
共
栄
大
学
。
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第
一
回
春
日
部
羽
根
つ
き
大
会
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大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

春
日
部
ル
ー
ル

匠
の
街
春
日
部
で

羽
根
つ
き
大
会
開
催

大
会
注
意
事
項

羽
根
つ
き
の
歴
史

春
日
部
の
押
絵
羽
子
板


